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平成16年４月  白石市は市制施行50周年を迎えます�

古紙配合率100%の再生紙と、植物性大豆油インキを使用し、
環境にやさしい水なし印刷方式を採用しています。
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国民健康保険税（８期）�

介護保険料（６期）� の納期です�
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遠藤　敬志さん�
（白川小・４年） 
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男女共同参画相談支援センター
（要予約022-6035）

市では下記のとおり夜間納税窓口を開設します。�
仕事などでお忙しい方、ぜひご利用ください。�
●開設日時　２月25・26日（水・木）�
●開設時間　17:30～20:00�
●場　　所　市庁舎１階税務課�

歌集「山畑」を出版��
越河の石川さん�

　昨年春、77歳の喜寿を迎え

た記念に「山畑」と題した歌集

を自費出版したのは石川金郎さ

ん（越河）です。歌集には、昭

和37年から昨年まで、40年以上にわたって詠み続けた約800首が、

石川さん自らが清書して収録されています。�

短歌を始められたのは？「娘を亡くした悲しみから、当時を思い出しな

がら短歌を作り始めました。特に師についたわけでもなく、小学校時代

に短歌の作り方を教わった程度なんです。」�

　稲作に畑作、果樹、畜産、養蚕と複合経営に取り組みながら創作を続

けてこられた石川さん。歌集には、自然と向き合いながら元気に働く喜

びや、家族への愛情を詠んだ作品が並んでいます。河北新報紙の「河北

歌壇」にも短歌をたびたび投稿され、数多くの作品が入選されています。�

歌集出版のきっかけは？「実社会に出てからもご指導いただいていた小

学校時代の恩師から、河北歌壇に入選するたびに

お祝いのお手紙をいただき、幾度となく出版を勧

められました。一昨年に大病を患ったこともあり、

歌集を出すなら今しかないと、喜寿の記念として

出版を決めました。」�

出版してみて？「改めて自分たちが生きてきたこ

とをしのぶことができ、出版して良かったと思っ

ています。」�

�

　歌集には、親戚や知人の結婚や新築、

還暦などをお祝いした150首あまり

の短歌も収められています。�

　「新築祝いの場合は、ご夫婦の名前

を入れ、これに松竹梅、初日、朝日な

ど、おめでたい言葉を詠み込みます。

詠んだ歌は色紙に書いて鶴亀の絵など

を描き添え、丸額に入れて贈ります。

いつまでも記念になると大変喜ばれて

います。」�

これからの抱負を！「自然の中で働け

ることが何よりの幸せだと思って、これまで生きてきました。歌作りは

これからも続けていきたいと思っています。」�

�

　石川さんの歌集から､作品の一部を紹介します。�

「血の気失せし顔に見せたる微笑みよ愛しき吾娘の終の面影」�

「見捨てらる杉葉の雪の山畑に冷えし身温たむ焚火尊し」�

「幾世代蚕に生活を求め来し今は廃れて桑を抜き居り」�

「農厭わずわが家に来るという君の休みの一日田植え手伝う」�

「注射針しなりて入らぬわが骨に働らきし人よと医師呟きぬ」�

「食膳のデザート食べずにとりおきて稚き孫等を病室に待つ」�

�

　石川さんの歌集「山畑」は、図書館にも寄贈していただいていますの

で、ぜひ一度ご覧になってください。�

▲石川さんとお孫さんの千尋さん�

やまはた�

かね  お�

例年になくおだやかな新春を迎えた１月２日、このほど弥治郎地

区のこけし村隣に移転新築されたこけし神社で、恒例の「こけしの

初挽き」が行われました。

今年はこけし村の開村10周年と白石市制施行50周年を記念し

て、弥治郎系・遠刈田系・鳴子系の３系統、４人の工人たちが勢ぞ

ろい。見ごたえのある初挽きに大勢の愛好家たちが熱心に見入って

いました。

～４人の工人が競演～「こけしの初挽き」

▲完成した４点のこけしは、早速改築されたこけし神社に奉
納されました

▲弥治郎系　小倉勝志さん

▲遠刈田系　佐藤一夫さん ▲遠刈田系　佐藤正廣さん ▲鳴子系　吉田勝範さん

▲地元の子どもたちによる「こけしみこし」


